
●
背
景
に供
福
祉
離
れ
僑の
波

　

平
成
十
年
に
開
設
し
た
社
会

福
祉
学
部
。
以
来
、
平
成
十
八

年
度
ま
で
定
員
を
超
え
る
学
生

が
入
学
し
、
地
域
福
祉
の
担
い

手
と
な
る
多
く
の
人
材
を
輩
出

し
て
き
た
。
し
か
し
、
全
国
的

な
福
祉
系
大
学
の
志
願
者
離
れ

や
少
子
化
の
波
を
受
け
、
同
学

部
で
も
平
成
十
九
年
頃
よ
り
受

験
者
数
が
減
少
。
経
営
上
の
判

断
か
ら
名
張
キ
ャ
ン
パ
ス
を
伊

勢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
統
合
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
は
維
持

　

キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
に
伴
う
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
変
更
は
な

く
、
現
在
社
会
福
祉
学
部
に
在

籍
す
る
学
生
お
よ
び
平
成
二
十

生
約
二
百
名
に
つ
い
て
は
下
記

の
通
り
万
全
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
整
備
。
学
生
が
集
中
し

て
勉
学
に
勤
し
み
、
充
実
し
た

大
学
生
活
を
満
喫
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
、
学
生
・
保
護
者

の
皆
様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
環
境
づ
く
り
に
尽
力
す
る
。

一
年
四
月
入
学
生
に
つ
い
て
は

伊
勢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も

既
存
の
教
育
環
境
・
シ
ス
テ
ム

が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
。
し

か
し
、
通
学
に
お
け
る
変
更
等

は
学
生
に
と
っ
て
大
き
な
環
境

変
化
だ
。
そ
の
た
め
、
二
年
後

の
伊
勢
キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
時
に

移
転
が
必
要
と
想
定
さ
れ
る
学
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生
一
人
、
一
年
生
六
人
の
計

八
名
で
構
成
す
る
。
昨
年
十

　

現
在
、
山
内
優
樹
監
督
の

も
と
、
三
年
生
一
人
、
二
年

■伊勢学舎
 ［法人本部・大学院・専攻科・文学部・教育学部］
〒５１６－８５５５　三重県伊勢市神田久志本町１７０４番地
TEL０５９６・２２・０２０１㈹　F AX０５９６・２７・１７０４

■名張学舎
 ［大学院・社会福祉学部］
〒５１８－０４９８　三重県名張市春日丘７番町１番地
TEL０５９５・６１・３３５１㈹　F AX０５９５・６１・３３５０
　● インターネットホームページ
http://www.kogakkan-u.ac.jp
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清々しい表情の選手たち。山内監督（右端）はチーム力の
底上げを図りたいと意気込む。

 
シ
ー
ド
獲
得
ま
で
五
十
九
秒 

 

一
区
は
十
一
位
と
快
走 

「
最
初
の
良
い
流
れ
を
い
か

に
キ
ー
プ
で
き
る
か
が
鍵
」

と
、今
後
の
課
題
に
触
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
チ
ー
ム

編
成
に
向
け
新
一
年
生
六
人

の
入
部
を
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
部
員
た
ち
が
切
磋
琢
磨

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
力
を

注
ぎ
た
い
と
抱
負
を
述
べ

た
。

　

駅
伝
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大

学
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
名

実
と
も
に
実
力
校

と
し
て
駅
伝
の
歴

史
に
名
を
刻
め
る

よ
う
に　
　

新
た

な
伝
統
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。

　

個
人
で
は
一
年
生
の
小
野

郁
文
君
が
最
長
区
間
だ
っ
た

一
区
十
二
・
四
キ
ロ
を
十
一

位
と
力
走
。
小
野
君
は
「
実

際
に
走
っ
た
こ
と
で
目
標
が

具
体
的
に
な
っ
た
。
次
は
シ

ー
ド
権
を
獲
得
、
個
人
で
は

区
間
一
桁
を
狙
い
た
い
」
と

来
年
に
向
け
て
の
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

　

山
内
監
督
は
「
チ
ー
ム
力

の
底
上
げ
が
必
要
」と
話
し
、

名工大や四日市大に勝ちたい、
と闘志を燃やす小野君。

　キャンパス統合に伴う教育面（カリキュラム、資格取得等）の支障
は全くありません。但し、平成２３年４月の統合時に移転が必要
な社会福祉学部３年次生（平成２１年度入学生）、４年次生（平成２０年
度入学生）の約２００名については次のような修学支援を行います。
 
①通学定期等を利用して名張キャンパスに通学する学生で、伊
勢キャンパスへ通学する場合に、通学費が増額する学生には、
その増額分を支給します。

　
②名張へ通学可能でも、伊勢の場合は通学が難しくなる学生は、
伊勢地区への下宿費用（敷金、礼金、毎月の部屋代）を支給し
ます。

　
③名張で下宿している学生が、伊勢に移転する場合は伊勢地区
への移転費用および下宿費用（既契約の解約費用、敷金、礼金、
毎月の部屋代〔差額が生じた場合の差額分〕）を、卒業時まで大学
で負担いたします。

　

駅
伝
の
歴
史
を
た
ど
る

と
、
名
称
の
由
来
に
本
学
が

関
わ
っ
て
い
る
。
一
九
一
七

年
に
日
本
で
最
初
の
駅
伝
が

開
催
さ
れ
た
と
き
、
神
宮
皇

學
館
第
六
代
館
長
で
大
日
本

体
育
協
会
副
会
長
を
務
め
て

い
た
武
田
千
代
三
郎
氏
が
奈

良
時
代
の
通
信
・
交
通
網「
駅

制
」「
伝
馬
制
」
に
ヒ
ン
ト
を

得
て
提
案
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
こ
伊
勢
の

地
は
毎
年
十
一
月
に
行
わ
れ

る
「
全
日
本
大
学
駅
伝
」（
熱

田
神
宮
～
伊
勢
神
宮
内
宮
）

の
舞
台
。
戦
前
に
行
わ
れ
た

そ
の
前
身
大
会
で
本
学
は
優

 
「
名
門
復
活
」を
か
け
て
創
部 

　

二
月
一
日
に
行
わ
れ
た
第
六
十
三
回
名
岐
駅
伝
競
走
大

会
に
本
学
の
駅
伝
競
走
部
が
創
部
一
年
目
に
し
て
初
出

場
。
三
十
三
チ
ー
ム
中
、
二
十
位
と
健
闘
を
見
せ
た
。
本

学
の
前
身
で
あ
る
神
宮
皇
學
館
第
六
代
館
長
・
武
田
千
代

三
郎
氏
は「
駅
伝
」の
名
付
け
親
で
も
あ
る
。
そ
の
ゆ
か
り

の
深
さ
に
思
い
を
馳
せ
、
歴
史
と
誇
り
が
詰
ま
っ
た
〈
た

す
き
〉
を
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
つ
な
い
だ
。

勝
経
験
も
あ
る
。
そ
う
し
た

経
緯
か
ら
供
名
門
復
活
僑
を

求
め
る
声
が
高
ま
り
、
平
成

十
九
年
四
月
に
陸
上
競
技
部

内
に
駅
伝
チ
ー
ム
が
誕
生
。

そ
し
て
昨
年
四
月
、
つ
い
に

チ
ー
ム
か
ら
部
に
昇
格
す
る

か
た
ち
で
独
立
し
た
。

二
月
に
行
わ
れ
た
東
海
学
生

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
で
好

成
績
を
収
め
た
た
め
、
規
定

に
よ
り
名
岐
駅
伝
へ
の
出
場

が
決
定
。
創
部
一
年
目
に
し

て
大
舞
台
で
実
力
を
試
す
機

会
を
得
た
。

　

当
初
、「
経
験
を
積
む
こ
と

が
何
よ
り
大
切
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
な
ど
の
実
業
団
や
強
豪

チ
ー
ム
を
間
近
に
見
る
こ
と

で
学
ぶ
も
の
が
あ
れ
ば
」
と

あ
え
て
目
標
順
位
を
設
定
し

な
か
っ
た
山
内
監
督
。
だ

が
、結
果
三
十
三
チ
ー
ム
中
、

二
十
位
と
大
健
闘
。
ト
ッ
プ

の
タ
イ
ム
か
ら
十
五
分
以
内

の
ゴ
ー
ル
で
得
ら
れ
る
シ
ー

ド
権
ま
で
わ
ず
か
五
十
九
秒

と
、
実
り
あ
る
内
容
と
な
っ

た
。

移
転
統
合
に
か
か
わ
る
主
な
修
学
支
援
に
つ
い
て

社
会
福
祉
学
部
生
へ
の

名名張張キキャャンンパパススをを
伊伊勢勢にに統統合合

平平平平平平平成成成成成成成22222223333333年年年年年年年4444444月月月月月月月

　

一
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

理
事
会
・
同
評
議
員
会
に
お
い
て
、
名

張
キ
ャ
ン
パ
ス
を
平
成
二
十
三
年
四
月

よ
り
伊
勢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
統
合
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。
社
会
福
祉
学
部
は
平

成
二
十
一
年
四
月
に
入
学
す
る
学
生
の

選
抜
を
最
後
に
募
集
を
停
止
す
る
。
な

お
、
同
学
部
の
在
学
生
お
よ
び
今
年
度

入
学
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
変
更
は
な

く
、
取
得
で
き
る
資
格
な
ど
も
こ
れ
ま

で
通
り
の
内
容
が
維
持
さ
れ
る
。

高
い
人
材
教
育
を
行
っ
て
き
た

だ
け
に
、新
学
部
へ
の
改
組
・
集

約
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
建
学

の
精
神
が
根
付
く
伊
勢
の
地
で

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
結
実
さ
せ

る
も
の
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

　

現
在
、
文
部
科
学
省
に
設
置

に
つ
い
て
の
事
前
相
談
書
類
を

提
出
中
。
正
式
な
認
可
を
受
け

次
第
、
詳
細
を
報
告
す
る
。

　

本
学
で
は
平
成
二
十
二
年
四

月
に
新
た
に
「
現
代
日
本
学
部

（
仮
称
）」を
開
設
す
る
予
定
だ
。

新
学
部
に
は
社
会
福
祉
・
現
代

社
会
・
伝
統
理
解
の
三
コ
ー
ス

を
設
け
、
本
学
の
教
育
ノ
ウ
ハ

ウ
を
集
結
。
と
く
に
社
会
福
祉

の
分
野
に
お
い
て
は
就
職
率
が

九
十
八
・
七
％（
平
成
十
九
年
三

月
実
績
）
に
達
す
る
な
ど
質
の

平
成
二
十
二
年
に
新
学
部
を
開
設
予
定

第第第第第第第 66666663333333 回回回回回回回

名名名 岐岐岐 駅駅駅 伝伝伝 初初
出出
場場
で
二
十
位
と
健
闘

４区で力走する相田達哉君（コミュニケーション学科２年）。
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甘
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甘
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甘

甘
甘
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甘
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甘
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甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

　

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業
募
金
に

つ
き
ま
し
て
、
学
内
外
の
方
々
か
ら
変
わ
ら
ぬ
励
ま
し
の

声
と
と
も
に
そ
の
後
も
多
く
の
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
好
意
に
対
し
て
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

々
の
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
活
動
の

一
層
の
充
実
を
は
か
る
べ
く
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
芳
名
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

月
三
十
一
日
ま
で
の
到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

創創
立
百
三
十
周

立
百
三
十
周
年年
・・
再再
興
五
十
周
年
記
念
事

興
五
十
周
年
記
念
事
業業　

寄寄
付付
者者
芳芳
名名
●１８
 

三
重
県 

五
万
円 

秦　
　

昌
弘
様

宮
崎
県 

五
万
円 

成
松　

裕
紹
様

 
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

館　
　

友

　 ２

 
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

本
法
人
関
係

 
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

企　
　

業

創立１３０周年・再興５０周年記念事業寄付金
進捗状況 平成２１年１月３１日現在

　区　　分 申込件数 申込金額 　（円）  納入金額 　（円） 

宗　教　界 630 774,527,000 706,047,000

館　　　友 705 77,399,000 72,099,000

篤　志　家 42 29,300,000 29,180,000

萼　の　会 1,738 71,813,000 71,813,000

企　　　業 102 60,875,000 58,995,000

本法人関係 244 57,532,000 56,272,000

合　　　計 3,461 1,071,446,000 994,406,000

 
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

篤
志・そ
の
他

 
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

宗
教
界（
神
社
界
）

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、ご
芳
名
・
金
額
等
の
掲
載

を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
■
萼
の
会
／　

名
４４

 
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

萼
の
会（
保
護
者
の
会
）

修
士
課
程　
教
育
学
専
攻 

三
万
円 

前
出　

親
政
様

文
学
部
神
道
学
科 

五
万
円 

中
西　

正
幸
様

三
万
円 

岡
田　

愛
弘
様

三
万
円 

川
北　

和
弘
様

三
万
円 

川
口　
　

勉
様

三
万
円 

櫻
井　

利
幸
様

三
万
円 

塩
谷　

尚
志
様

三
万
円 

竹
原　

安
弘
様

三
万
円 

土
屋　

邦
仁
様

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科 

三
万
円 

上
島　

忠
博
様

三
万
円 

桜
井　

隆
司
様

三
万
円 

藤
野　

輝
久
様

三
万
円 

藤
原　

直
士
様

三
万
円 

森　
　

裕
章
様

三
万
円 

山
内　

清
隆
様

三
万
円 

山
口
浩
次
郎
様

三
万
円 

山
下　

光
也
様

教
育
学
部
教
育
学
科 

三
万
円 

今
泉　

秀
治
様

三
万
円 

牧
野　

幸
治
様

神
道
学
専
攻
科 

三
万
円 

大
野　

暖
史
様

三
万
円 

杉
浦
由
美
子
様

三
万
円 

吉
崎　

克
明
様

三
万
円 

東
川　

寛
司
様

三
万
円 

平
田　

康
文
様

三
万
円 

吉
田　

勝
美
様

文
学
部
国
文
学
科 

三
万
円 

青
砥　

乾
一
様

三
万
円 

落
合　

啓
良
様

三
万
円 

山
田　

正
彦
様

文
学
部
国
史
学
科 

三
万
円 

今
川　
　

保
様

三
万
円 

黄
木　
　

悟
様

三
万
円 

岡　
　

勝
紀
様

三
万
円 

佐
藤　

正
喜
様

三
万
円 

佐
藤　

金
雄
様

三
万
円 

中
西　

宏
之
様

三
万
円 

二
宮　

清
和
様

三
万
円 

早
川　

義
文
様

三
万
円 

宮
崎　

和
之
様

文
学
部
教
育
学
科 

三
万
円 

田
村　

吉
弘
様

三
万
円 

橋
本　

義
人
様

三
万
円 

福
田　

行
男
様

三
万
円 

松
岡　

正
夫
様

三
万
円 

余
島　

修
身
様

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

九
万
円 

大
國　

篤
史
様

三
万
円 

浦
野　
　

功
様

三
万
円 

浦
野
み
ち
る
様

三
万
円 

川
島　

哲
也
様

三
万
円 

北
村　

正
彦
様

三
万
円 

白
石　

哲
也
様

三
万
円 

多
田　

和
男
様

愛
知
県 

十
万
円 

愛
知
㈱
様

三
重
県 

四
百
万
円
［
五
十
万
円
増
額
］

 

㈱
伊
藤
工
務
店
様

百
五
十
万
円
［
百
万
円
増
額
］

 

千
巻
印
刷
産
業
㈱
様

学
校
法
人
皇
學
館
教
職
員 

二
百
万
円
［
三
十
万
円
増
額
］

 

宗
林　

正
人
様

北
海
道 

五
十
五
万
円
［
五
万
円
増
額
］

 

士
別
神
社
様

（
士
別
市
東
）

群
馬
県 

五
十
万
円 

高
崎
神
社
様

（
高
崎
市
赤
坂
町
）

五
十
万
円
［
二
十
五
万
円
増
額
］

 

小
祝
神
社
様

（
高
崎
市
石
原
町
）

滋
賀
県 

三
十
万
円 

日
吉
大
社
様

（
大
津
市
坂
本
）

奈
良
県 

二
万
円 

原　
　

正
朝
様

本人確認にご協力ください ! 
　平成１９年１月４日から、本人確認手続に関
する法令の改正により、金融機関において１０万
円を超える現金をお振込みされる場合には、本
人確認書類の提示が必要となりました。 提示
がない場合には、金融機関では１０万円を超え
る現金によるお振込みができません。
　１０万円を超える寄付金を現金でお振込みの
際には、振込用紙とともに来店される方の本人
確認書類をご用意のうえ、金融機関の窓口をご
利用ください。

　法人の場合、登記簿謄本等の提示を求めら
れる場合がありますので、詳しくはお振込み
を依頼する金融機関にお問い合わせください。

皇學館大学　問い合わせ先
記念事業推進室　緯０５９６－２２－６３１３

運転免許証、健康保険証、
パスポート等公的証明書本人確認書類

狂
言
の
衣
裳
・
道
具
類
の
貸

出
し
業
を
営
ん
で
い
た
の
が

「
千
束
屋
」だ
。
明
治
以
降
は

地
芝
居
な
ど
に
衣
裳
を
貸
出

し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
四

年
に
廃
業
。
特
別
展
は
千
束

屋（
山
田
家
）の
七
代
目
当
主

で
あ
る
山
田
幸
輝
氏
が
保
管

し
て
い
た
約
七
千
点
に
お
よ

ぶ
資
料
を
一
昨
年
本
学
へ
寄

　

外
宮
と
内
宮
の
中
間
に
位

置
す
る
伊
勢
市
古
市
。
こ
の

地
区
は
江
戸
時
代
よ
り
江

戸
・
京
都
・
大
阪
の
三
都
に

次
い
で
栄
え
た
歌
舞
伎
興
行

の
場
で
あ
り
、
東
西
歌
舞
伎

の
交
流
点
と
し
て
の
役
割
も

果
た
し
て
き
た
。
古
市
に
お

い
て
江
戸
時
代
後
期
か
ら
伊

勢
で
上
演
さ
れ
る
歌
舞
伎
や

　平成１９年６月の改正教育職員免許法の成立により、平成２１年４月か
ら教員免許更新制が導入される。教員として必要な資質や能力が保持
されるよう、最新の知識技能を身につけることをめざす同制度。免許
状を更新するには修了確認期限満了前の２年間に３０時間以上の更新講
習を受講、修了することが必要。平成２１年４月１日以降に授与される
教員免許状の有効期限は１０年。これより以前の免許状取得者にも更新
制の基本的枠組みが適用される。
　本学では今年１月１３日に文部科学省から開設の認定を受け、伊勢・
四日市の二会場で下記の通り講習を実施する。なお、講師は本学教員
のほか著名講師を招き、近年の教育課題について講義をする予定。受
講定員はそれぞれ１５０名程度とし、受付は先着順。定員になり次第受付
を締め切る。受講の手続きや詳細については決定次第ホームページ上
に掲載する。

歌
舞
伎
衣
裳
を
中
心
に
百
二
十
三
点
を
公

歌
舞
伎
衣
裳
を
中
心
に
百
二
十
三
点
を
公
開開

神
道
博
物
館　

特
別
展「
伊
勢
の
歌
舞
伎
と 
千  
束  
屋 
」開
催

ち 

づ
か 

や

　

会
場
で
は
歌
舞
伎
の
代
表

的
な
演
目
で
あ
る
「
仮
名
手

本
忠
臣
蔵
」
や
「
義
経
千
本

桜
」、「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」な

ど
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た
衣

裳
を
展
示
。
火
事
羽
織
や
宝

船
紋
様
が
施
さ
れ
た
打
ち
掛

け
、
肩
衣
、
長
袴
、
十
二
単

な
ど
い
ず
れ
も
贅
を
尽
し
た

当
時
の
意
匠
を
間
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
台

本
や
小
道
具
の
ほ
か
、
千
束

屋
の
家
業
や
人
々
、
同
家
に

伝
わ
る
ひ
な
人
形
や
五
月
人

形
も
並
ん
で
い
る
。

　

石
川
達
也
神
道
博
物
館
助

手
に
よ
る
と
伊
勢
の
歌
舞
伎

は
上
方
歌
舞
伎
と
密
接
な
関

係
が
あ
り
、
上
方
の
役
者
た

ち
に
と
っ
て
伊
勢
は
登
竜
門

だ
っ
た
と
い
う
。
江
戸
や
上

方
以
外
で
こ
れ
ほ
ど
の
資
料

が
残
っ
て
い
る
の
は
貴
重
な

こ
と
。
絢
爛
豪
華
な
衣
裳
か

ら
は
往
時
の
伊
勢
歌
舞
伎
の

隆
盛
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

観
覧
は
無
料
。
計
百
二
十

三
点
を
公
開
す
る
。
休
館
日

は
日
曜
、
祝
日
、
本
学
休
業

日
、
三
月
十
一
～
十
三
日
の

展
示
入
れ
替
え
日
。
問
合
せ

は
伊
勢
学
舎
内
神
道
博
物
館

（
〇
五
九
六
・
二
二
・
六
四
七

一
）
ま
で
。

「
多
種
多
様
な
衣
裳
の
デ
ザ
イ
ン
性
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」と
石
川
助
手
。

教員免許更新講習を開設
伊勢・四日市の２会場で８月中旬から

　

江
戸
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
歌
舞
伎
衣
裳
を
は

じ
め
、
伊
勢
の
歌
舞
伎
を
裏
方
で
支
え
て
き
た
貸
衣
裳

業
「
千
束
屋
」
の
役
割
を
伝
え
る
特
別
展「
伊
勢
の
歌
舞

伎
と
千
束
屋　

神
都
に
伝
わ
る
伊
勢
人
の
こ
ゝ
ろ　

」

が
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
で
開
か
れ
て
い
る
。
展
示
さ

れ
て
い
る
の
は
「
忠
臣
蔵
」
や
「
義
経
千
本
桜
」
の
演
目

で
使
わ
れ
て
い
た
艶
や
か
な
衣
裳
の
ほ
か
台
本
や
小
道

具
な
ど
百
二
十
三
点
。
入
館
無
料
。
五
月
三
十
日
ま
で
。

贈
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
開

か
れ
た
。

歌舞伎で実際に使われた小道具。

伊
勢
の
歌
舞
伎
を
支
え

伊
勢
の
歌
舞
伎
を
支
え
たた

貸
衣
裳
屋「
千
束
屋

貸
衣
裳
屋「
千
束
屋
」」

「
忠
臣
蔵
」な
ど
で
使
わ
れ

「
忠
臣
蔵
」な
ど
で
使
わ
れ
たた

多
種
多
彩
な
衣
裳
を
展

多
種
多
彩
な
衣
裳
を
展
示示

皇學館大学 学生部 教職支援室
電話●０５９６－２２－６０４９　FAX●０５９６－２７－１７０４
E-mail●kyosyoku@kogakkan-u.ac.jp
ホームページ●http://www.kogakkan-u.ac.jp

　開講場所・開講日・時間数 

●伊勢会場　皇學館大学伊勢学舎 
　平成２１年８月１８日火～２２日土　《５日間・３０時間》

●四日市特設会場　じばさん三重 
　平成２１年８月１９日水～２３日日　《５日間・３０時間》

　主な講師と講義内容 

【伊勢・四日市の両会場】

●加藤十八（中京女子大学名誉教授・本学非常勤講師） 
　「生徒指導」　規律ある生徒指導（ゼロトレランス）
●岩崎正弥（建築家、「伝統未来塾」主催、本学非常勤講師） 
　「伝統と文化の理解」　日本の文化の学び方
●石井昌浩（元国立市教育長・教育評論家） 
　「教科内容の充実（道徳）」　戦前・戦後、わが国の道徳教育
●池田哲之（鹿児島女子短期大学教授） 
　「教育政策の動向について」　改正教育基本法と新学習指導要領
 
【四日市会場】

●高橋史朗（明星大学教授・埼玉県教育委員長） 
　「教職についての省察」　学校を巡る状況変化と専門職たる教員の役割

講習に関する
照会先
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一
月
十
二
日
、
東
海
大
会

の
地
区
予
選
と
な
る
「
第
四

十
一
回
三
重
県
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
三
重
県

文
化
会
館
に
お
い
て
開
か

れ
、
皇
學
館
高
校
吹
奏
楽
部

の
金
管
八
重
奏
が
東
海
大
会

に
出
場
す
る
十
校
の
ひ
と
つ

に
選
ば
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
ピ
ッ
コ
ロ
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
を
担
当
す
る
和
田
典
子

さ
ん
は
「
部
全
体
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
が
自
然
と
ハ

ー
モ
ニ
ー
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
」と
満
面
の
笑
顔
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
は
大

会
で
披
露
す
る
曲
「
テ
レ
プ

シ
コ
ー
レ
舞
曲
集
」
の
時
代

背
景
や
体
調
管
理
に
つ
い
て

/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////
/////

　

鳥
取
市
の
鳥
取
県
立
県
民

文
化
会
館
で
、
か
ね
て
よ
り

本
学
が
主
催
し
全
国
で
展
開

し
て
き
た
第
六
十
二
回
式
年

遷
宮
記
念
講
演
会
（
今
回
は

霞
会
館
お
よ
び
鳥
取
市
歴
史

博
物
館
と
共
催
）が
二
月
八
・

十
五
・
二
十
二
日
の
三
回
の

日
程
で
開
幕
し
た
。
同
歴
史

博
物
館
で
は
「
参
宮
・

遷
宮
・
伊
勢
神
宮　

鳥

取
と
伊
勢
の
つ
な
が

り
」
と
題
し
、
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
遷
宮
に
際
し
て
の
ご

神
宝
や
ご
装
束
、
ま
た
鳥
取

の
人
々
の
参
宮
を
物
語
る
史

料
等
を
紹
介
す
る
新
春
特
別

展
を
元
日
よ
り
開
い
て
お

り
、
そ
の
関
連
行
事
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
回
目
と
な
っ
た
二
月

八
日
は
伴
五
十
嗣
郎
学
長
が

「
伊
勢
の
神
宮
と
日
本
人
」と

の
演
題
で
講
演
し
、『
魏
志
倭

人
伝
』
や
『
日
本
書
紀
』等
の

史
料
を
示
し
な
が
ら
、
太
陽

神
で
あ
る
天
照
大
神
を
女
神

と
仰
ぐ
の
は
、
日
本
人
の
独

自
性
に
富
む
信
仰
形
態
で
あ

る
と
し
て
紹
介
し
、
神
道
は

日
本
人
の
自
然
観
や
倫
理
観

の
形
成
に
多
大
な
影
響
を
与

え
て
き
た
と
解
説
し
た
。

　

さ
ら
に
、
古
来
日
本
人
の

信
仰
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
、「
神
宮
に
は
他
民
族
に
は

見
ら
れ
な
い
日
本
古
来
の
信

仰
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
日

本
人
は
、
神
々
の
命
と
そ
の

血
統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

山
川
草
木
に
代
表
さ
れ
る
自

然
万
物
の
同
胞
と
し
て
存
在

し
て
き
た
。
そ
う
し
た
自
然

観
や
生
命
観
を
失
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

伴
学
長
の
講
演
に
先
立
っ

て
は
冒
頭
に
神
宮
を
紹
介
す

る
ビ
デ
オ
を
上
映
し
、
岡
田

芳
幸
本
学
神
道
博
物
館
准
教

授
が
神
宮
の
祭
儀
や
遷
宮
の

意
義
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

こ
の
日
の
鳥
取
市
は
予
想

さ
れ
て
い
た
降
雪
も
な
く
、

会
場
に
は
約
二
百
名
の
聴
衆

が
詰
め
か
け
た
。
聴
講
者
の

一
人
は
、「
鳥
取
に
お
け
る
伊

勢
の
御
師
・
白
鬚
大
夫
に
は

昔
か
ら
馴
染
み
が
あ
っ
た

が
、
今
回
の
展
示
と
講
演
か

ら
そ
の
関
係
を
深
く
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
神
宮
の

遷
宮
は
、
伊
勢
の
地
を
中
心

に
伝
統
技
術
を
保
存
継
承
す

る
人
々
と
各
地
の
人
々
の
崇

敬
の
念
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
の
だ
と
思
う
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

　

二
月
十
五
日
、
静
岡
県
で
東
海
大
会
が
開
か
れ
、
皇
學

館
高
校
吹
奏
楽
の
金
管
八
重
奏
が
初
出
場
し
た
。
三
月
二

十
九
日
に
は
伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
に
お
い
て
第
一
回
と

な
る
定
期
演
奏
会
も
控
え
て
お
り
、
部
員
た
ち
は
猛
練
習

に
励
ん
で
い
る
。

響響響響けけけけ、、、、心心心心のののの音音音音色色色色
初の東海大会出場◆◆◆◆◆◆◆◆皇學館高校 吹奏楽部

に
卒
業
後
の
進
路
先
も
決
定

し
て
お
り
、
皇
學
館
高
校
を

巣
立
っ
た
後
の
活
躍
に
も
注

目
し
た
い
。

う
思
い
が
人
一
倍
あ
る

ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
期

待
を
寄
せ
る
。

　

大
会
で
は
惜
し
く
も

一
回
戦
で
敗
れ
た
も
の

の
、
初
の
海
外
試
合
は

貴
重
な
体
験
と
な
っ
た

様
子
。「
も
っ
と
練
習
し

て
、
一
本
を
と
れ
る
大

技
を
自
分
の
も
の
に
し

て
い
き
た
い
」
と
中
川

君
は
話
す
。
大
会
終
了

後
は
パ
リ
合
宿
、
フ
ラ
ン
ス

国
際
大
会
の
視
察
な
ど
将
来

を
見
据
え
、
経
験
値
も
着
実

に
積
み
上
げ
て
い
る
。
す
で

出
足
払
い
な
ど
得
意
な
足
技

を
い
か
し
て
ま
ず
は
一
勝
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
抱
負

を
語
っ
た
。
平
賀
秀
忠
顧
問

は
「
彼
は
と
に
か
く
研
究
熱

心
。
合
宿
中
な
ど
他
校
の
先

生
や
選
手
に
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
聞
き
に
い

く
。供
強
く
な
り
た
い
僑
と
い

道
の
国
際
大
会
に
日
本
代
表

（
七
十
三
キ
ロ
級
）と
し
て
出

場
し
た
。

　

昨
年
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
は
個
人
戦
で
三
位
に
入

賞
。
そ
う
し
た
実
績
を
認
め

ら
れ
て
の
日
本
代
表
入
り

に
、「
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
で

す
」と
相
好
を
崩
す
中
川
君
。

一
日
か
ら
二
月
一
日
に
か
け

て
ベ
ル
ギ
ー
で
開
か
れ
た
柔

　

皇
學
館
高
校
柔
道
部
三
年

の
中
川
裕
喜
君
が
一
月
三
十
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同
窓
会
会
員

皇學館高等学校創立５０周年・皇學館中学校創立３５周年
記念事業寄付金進捗状況 平成２１年１月３１日現在

　区　　分 申込件数 申込金額 　（円）  納入金額 　（円） 

宗　教　界 2 150,000 150,000

企　　　業 9 1,090,000 1,000,000

一　　　般  14 405,000 405,000
 （旧教職員・篤志家等）

同窓会会員 105 2,183,000 2,183,000

後援会賛助会員 45 710,000 710,000

本法人関係 119 3,480,000 3,321,000

合　　　計 294 8,018,000 7,769,000
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皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・
皇
學
館
中
学
校
創

立
三
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
活
動
は
、
十
九
年
六
月
、

正
式
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
募
財
活
動

の
中
心
を
「
生
徒
の
教
育
活
動
支
援
」
に
置
い
て
い
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
月
三
十
一
日
現
在
で
の
募
金
状
況

は
、
次
の
通
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
の
ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、

今
後
の
ご
賛
同
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年年

 

記
念
記
念
事事
業業　

寄寄
付
者
付
者
芳芳
名名
●６
 

皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周

皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年年

三
重
県 

一
万
円 

小
林　

勇
貴
様

福
井
県 

一
万
円 

田
中　

範
夫
様

学
校
法
人
皇
學
館
教
職
員 

十
万
円 

大
島　
　

謙
様

一
万
円 

若
宮　

直
子
様

　

柔柔
道
の
中
川
君
が
日
本
代
表

道
の
中
川
君
が
日
本
代
表
にに

ベ
ル
ギ
ー
国
際
大
会

　

　
第
六
十
二
回

 

式
年
遷
宮
記
念
講
演
会
開
幕 

「
神
宮
に
は
日
本
古
来
の
信
仰
が
凝
縮
」

第
一
回
を
伴
学
長
が
講
演
◆
鳥
取

「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
家
族
と
先
生
の
お
か
げ
で
す
」と
謙
虚

に
語
る
中
川
君
。

日々、練習に励む柔道部の部員たち。

２００名の聴衆が詰め掛けた会場。うなずいたり熱心にメモをとるなど、
伴学長の講演に聴き入る姿が見られた。

日本人への神道の影響
について語る伴学長。

　

部
員
数
は
現
在
六
十
人

と
、二
年
前
の
お
よ
そ
二
倍
。

大
所
帯
と
な
っ
て
も
仲
間
同

士
和
気
あ
い
あ
い
と
、風
通

し
の
良
い
雰
囲
気
だ
。
毎

日
、
放
課
後
の
二
時
間
半
ほ

ど
を
練
習
に
あ
て
て
い
る
。

　
「
部
員
全
員
が
以
前
よ
り

考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね
」
と
話
す
の
は

前
川
幸
生
顧
問
だ
。
東
海
大

会
へ
の
初
出
場
、
定
期
演
奏

会
開
催
と
、
周
囲
が
目
を
見

張
る
ほ
ど
の
著
し
い
力
の
伸

び
。
そ
の
背
景
に
、
部
員
た

ち
の
精
神
面
の
成
長
が
窺
え

る
。
前
述
し
た
和
田
さ
ん
の

話
に
つ
い
て
も
「
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
け
と
わ
た
し
が
指

導
し
た
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
よ
。
よ
り
よ
い
演
奏
、
練

習
を
す
る
に
は
何
を
す
べ
き

か
。
彼
女
た
ち
が
自
ら
の
頭

で
考
え
た
結
果
、
う
が
い
手

洗
い
を
し
て
体
調
を
整
え
た

り
曲
が
生
ま
れ
た
歴
史
に
つ

い
て
調
べ
た
り
と
い
う
行
動

に
つ
な
が
っ
た
ん
で
す
」

　

自
主
的
な
取
り
組
み
が
増

え
る
に
つ
れ
、
音
に
も
自
然

と
深
み
と
艶
が
備
わ
る
よ
う

に
。
創
部
ま
も
な
い
頃
の
元

気
さ
が
取
り
得
だ
っ
た
時
代

は
過
ぎ
、
思
慮
深
さ
を
と
も

な
っ
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

第
一
回
定
期
演
奏
会
は
三

月
二
十
九
日
。
ど
ん
な
音
色

を
響
か
せ
て
く
れ
る
の
か
、

楽
し
み
だ
。

音楽教室に掲げられている言葉。

皇學館高校

「
聴
き
手
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
演
奏
を
」と
メ
ン
バ
ー
た
ち
。

話
し
合
う
な
ど
、
八
重
奏
の

メ
ン
バ
ー
で
よ
り
深
み
の
あ

る
演
奏
に
な
る
よ
う
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
重
ね
た
と
い
う
。

供供
元
気
な
演
奏

元
気
な
演
奏
僑僑かか
らら

供供
深
み
の
あ
る
演
奏

深
み
の
あ
る
演
奏
僑僑へへ

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
音
色

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
音
色
にに

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、ご
芳
名
・
金
額
等
の
掲
載

を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
■
同
窓
会
員
／
１
名
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役
目
は
今
日
で
最
後
だ
が
、

ご
遷
宮
の
行
事
の
一
環
と
し

て
、
ま
た
新
し
い
橋
に
な
り

過
去
、
現
在
、
未
来
へ
と
繋

が
れ
て
い
く
の
を
感
じ
た
」

と
話
し
た
。

　

本
学
の
学
生
に
と
っ
て
、

地
域
な
ら
で
は
の
行
事
に
参

加
し
た
こ
と
は
、
伊
勢
で
学

生
生
活
を
過
ご
す
上
で
貴
重

な
体
験
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

「
渡
納
之
証
」
が
配
布
さ
れ
、

参
加
者
は
大
事
そ
う
に
持
ち

帰
っ
て
い
た
。

　

神
道
学
科
一
年
生
の
関
口

諒
子
さ
ん
は
「
渡
り
納
め
を

し
た
こ
と
で
供
今
日
で
こ
の

橋
が
最
後
だ
僑
と
い
う
実
感

が
わ
き
、
少
し
寂
し
く
な
っ

た
。
二
十
年
と
い
う
自
分
の

年
齢
よ
り
も
長
い
期
間
、
大

勢
の
人
が
渡
っ
て
き
た
重
み

を
考
え
た
」
と
感
慨
深
げ
。

同
学
科
一
年
生
の
山
田
拓
也

さ
ん
は
「
せ
っ
か
く
伊
勢
に

い
る
の
で
目
に
し
て
お
き
た

か
っ
た
。
渡
っ
て
い
る
と
き

は
清
ら
か
で
あ
り
が
た
い
気

持
ち
に
な
っ
た
。
今
の
橋
の

た
。
森
下
市
長
や
鷹
司
尚
武

神
宮
大
宮
司
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
一
団
は
粛
々
と
宇
治
橋

を
渡
り
神
域
内
の
正
宮
と
荒

祭
宮
を
参
拝
。
橋
を
渡
り
納

め
た
後
で
、
橋
の
平
安
を
見

守
る
と
い
わ
れ
る
神
域
外
の

饗
土
橋
姫
神
社
へ
参
拝
し
て

終
了
し
た
。
参
道
で
は
奉
祝

委
員
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
よ
り
、
遷
宮
用
材

の
残
材
で
作
ら
れ
た
木
札

ク　

キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
中
で

in
森
下
市
長
が
参
加
を
呼
び
か

け
た
こ
と
も
あ
り
十
数
名
の

学
生
が
参
加
。
市
民
ら
約
八

千
八
百
人
と
と
も
に
二
十
年

の
役
目
を
終
え
た
橋
と
の
名

残
を
惜
し
ん
だ
。

　

当
日
午
後
四
時
、
宇
治
橋

前
に
は
奉
曳
団
ご
と
の
法
被

に
身
を
包
ん
だ
伊
勢
市
民
を

は
じ
め
、
近
郊
や
県
外
か
ら

も
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ

　

神
宮
式
年
遷
宮
に
先
が
け

て
架
け
替
え
ら
れ
る
伊
勢
神

宮
内
宮
の
宇
治
橋
で
、
二
月

一
日
夕
、
解
体
工
事
が
始
ま

る
の
を
前
に「
渡
り
納
め
」が

行
わ
れ
た
。
こ
の
行
事
は
市

民
ら
が
中
心
と
な
っ
て
結
成

し
た
「
宇
治
橋
架
け
替
え
奉

祝
委
員
会
」（
会
長
・
森
下
隆

生
伊
勢
市
長
）
の
呼
び
か
け

に
よ
る
も
の
。
本
学
か
ら
は

一
月
十
六
日
の
「
市
長
ト
ー

っ
た
で
す
ね
。
で
も
、
大
倉

さ
ん
が
入
っ
て
か
ら
は
部
の

空
気
が
一
変
。供
そ
う
だ
。
わ

た
し
た
ち
は
野
球
が
大
好
き

な
ん
だ
僑
っ
て
あ
ら
た
め
て

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
は

練
習
す
る
時
間
が
楽
し
く
て

し
か
た
な
い
ん
で
す
」。

と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
む
西
村

結
衣
さ
ん（
国
文
学
科
三
年
）

も
感
化
さ
れ
た
ひ
と
り
。「
わ

た
し
が
入
部
し
た
時
は
練
習

と
い
っ
て
も
来
る
先
輩
は

二
、
三
人
。
と
て
も
寂
し
か

を
知
ら
な
い
人
が
多
く
て

…
」
と
苦
笑
い
。
片
や
小
学

生
の
頃
か
ら
野
球
を
始
め
、

県
下
で
も
名
の
通
っ
た
実
力

派
。
片
や
対
戦
相
手
に
選
ば

れ
る
と
「
ラ
ッ
キ
ー
」
と
陰

で
喜
ば
れ
る
ほ
ど
の
弱
小
チ

ー
ム
。
力
の
差
を
埋
め
た
の

は
供
野
球
が
好
き
僑
と
い
う

思
い
だ
っ
た
。

　

本
学
女
子
軟
式
野
球

部
が
昨
年
行
わ
れ
た
第

十
三
回
東
海
地
区
大
学

女
子
軟
式
野
球
秋
季
リ

ー
グ
戦
で
初
優
勝
。
全
国
二

位
の
強
豪
・
中
京
女
子
大
学

を
破
る
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
。
立
役
者
は
エ
ー
ス
の
大

倉
三
佳
投
手
。
決
勝
戦
で
は

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達

成
。
優
秀
選
手
賞
も
受
賞
し

た
力
の
持
ち
主
で
あ
る
。

　

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
二
年
生
の
大
倉
さ

ん
は
四
日
市
出
身
。
同
部
の

前
キ
ャ
プ
テ
ン
と
友
人
だ
っ

た
縁
で
本
学
に
入
学
す
る
以

前
か
ら
外
部
コ
ー
チ
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
に
あ

た
っ
て
い
た
。
当
時
の
部
の

印
象
を
尋
ね
る
と
「
ル
ー
ル

た
」
と
話
し
た
。

　

同
一
年
生
の
森
田
教
嗣
さ

ん
は
講
演
の
中
で
語
ら
れ
た

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ

い
て
触
れ
、「
交
通
ア
ク
セ
ス

を
良
く
し
て
駅
前
に
活
気
が

あ
れ
ば
、
も
っ
と
集
客
が
見

込
め
る
と
思
う
。
せ
っ
か
く

供
お
伊
勢
さ
ん
僑と
い
う
か
け

が
え
の
な
い
存
在
が
あ
る
の

だ
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
し
て
ほ
し
い
」
と
率
直
な

感
想
を
話
し
て
い
た
。

通
イ
ン
フ
ラ
を
は
じ
め
ホ
テ

ル
や
観
光
施
設
の
整
備
を
進

め
て
い
る
現
状
を
説
明
し

た
。
ま
た
、
レ
ジ
袋
有
料
化

な
ど
の
環
境
対
策
を
い
ち
早

く
始
め
た
実
績
に
触
れ
、
今

後
の
市
政
の
方
針
と
特
徴
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し

た
。
最
後
に
「
市
の
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な

ど
伊
勢
を
舞
台
に
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
伊
勢
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

～
」。
講
演
の
中
で
森
下
市

長
は
伊
勢
の
ま
ち
が
ご
遷
宮

と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
歴

史
を
振
り
返
り
、
第
六
十
二

回
式
年
遷
宮
に
向
け
て
は
第

二
伊
勢
道
路
の
建
設
な
ど
交

　

一
月
十
六
日
、「
市
長
ト
ー

ク　

キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
題
し

in
た
講
演
が
伊
勢
学
舎
記
念
講

堂
で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は

「
こ
れ
か
ら
の
伊
勢
～
お
伊

勢
さ
ん
の
鎮
座
す
る
ま
ち

　

一
月
十
六
日
に
伊
勢
学
舎
記
念
講
堂
に
お
い
て
、
本
学
と

伊
勢
市
と
の「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」に
基
づ
く
ス
タ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム「
市
長
ト
ー
ク　

キ
ャ
ン
パ
ス
」が
行

in

わ
れ
、森
下
隆
生
伊
勢
市
市
長
が
講
演
し
た
。
こ
の
講
演
は
、

一
年
次
必
修
科
目
「
伊
勢
学
」
の
一
環
で
も
あ
り
、
約
六
百

名
の
学
生
を
前
に
演
壇
に
立
っ
た
森
下
市
長
は
「
こ
れ
か
ら

の
伊
勢
～
お
伊
勢
さ
ん
の
鎮
座
す
る
ま
ち
～
」と
の
テ
ー
マ

で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
な
が
ら
熱
弁
。
若
い
人
々
が
主

人
公
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
、と
期
待
を
込
め
て
語
っ
た
。

　 ４

学学
園園
ニニ
ュューー
スス

餌

影
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お
知
ら
せ　
次
号
か
ら
学
園
報
の
紙
面
が
変
わ
り
ま
す

　

次
号（
第　

号
・
五
月
中
旬
発
行
予
定
）よ
り
皇
學
館
学
園
報
が
八
頁
・
隔
月
発
行
と
な
り
、
紙

２０

面
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
本
紙
で
は
よ
り
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
向
け
鋭
意
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

祭
典
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ

祭
典
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
のの

積
極
的
な
参
加
を
訴

積
極
的
な
参
加
を
訴
ええ

　

聴
講
し
た
神
道
学
科
一
年

生
の
梅
北
友
里
恵
さ
ん
は
、

昨
秋
の
初
穂
曳
行
事
で
偶
然

森
下
市
長
か
ら
話
し
掛
け
ら

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挙
げ
、

「
鹿
児
島
出
身
で
あ
る
こ
と

を
話
す
と
『
ど
っ
ぷ
り
伊
勢

に
浸
か
っ
て
く
だ
さ
い
』
と

お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い

た
。
町
や
学
校
の
行
事
に
市

長
自
ら
率
先
し
て
参
加
し
て

い
る
の
を
見
て
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
意
気
込
み
を
感
じ

大
倉
投
手
が

大
倉
投
手
が
ノノ
ーー
ヒ
ッ
ト
ノ

ヒ
ッ
ト
ノ
ーー
ララ
ン
達
成

ン
達
成 

　
「
彼
女
の
野
球
に
対
す
る

情
熱
が
、
み
ん
な
の
心
を
目

覚
め
さ
せ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
」
と
語
る
の
は
上
野
晃
二

監
督
だ
。
創
部
は
平
成
六

年
。
そ
の
頃
は
「
厳
し
さ
は

い
ら
な
い
。
た
だ
楽
し
め
れ

ば
」と
い
う
雰
囲
気
だ
っ
た
。

内
心
歯
が
ゆ
い
思
い
を
抱
え

つ
つ
、
無
理
や
り
練
習
さ
せ

て
も
意
味
は
な
い
と
長
い
目

で
見
守
っ
て
き
た
上
野
監

督
。
そ
こ
へ
現
れ
た
の
が
大

倉
さ
ん
だ
っ
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
で
大
倉
さ
ん

供供
野
球
が
好
き

野
球
が
好
き
僑僑と
い
う
原
点
に
返

と
い
う
原
点
に
返
るる　
　

め
ざ
す
の
は
全
国
制
覇

め
ざ
す
の
は
全
国
制
覇　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
、
部
員
は
十
二
名
。

硬
式
で
最
高
球
速
百
二
十
キ

ロ
を
投
げ
る
大
倉
さ
ん
の
豪

速
球
と
飛
び
抜
け
た
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
、
全
員
が
四

番
を
名
乗
れ
る
強
力
打
線
が

武
器
だ
。
中
に
は
陸
上
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
の
転

向
組
も
い
る
。
だ
が
、
み
ん

な
が
コ
ー
チ
と
な
っ
て
教
え

合
い
、
授
業
の
合
間
も
筋
ト

レ
す
る
な
ど
地
道
な
努
力
を

重
ね
た
結
果
、
数
々
の
大
会

で
優
勝
や
準
優
勝
を
さ
ら
う

常
勝
チ
ー
ム
と
な
っ
て
き

た
。
次
に
狙
う
の
は
八
月
に

開
催
さ
れ
る
全
日
本
女
子
野

球
選
手
権
大
会
。
め
ざ
す
の

は
も
ち
ろ
ん
優
勝
だ
。供
こ
の

チ
ー
ム
で
日
本
一
に
僑　　

彼
女
た
ち
の
願
い
が
か
な
う

日
は
、
遠
く
な
い
は
ず
だ
。

す
」
と
述
べ
、
講
演
を
締
め

く
く
っ
た
。

「大学とまちが協力して、お互い伸びていき
ましょう」と語る森下市長。

「
市
長
の
熱
意
を
感
じ
た
」と
話
す

梅
北
さ
ん（
左
）と
森
田
さ
ん
。

上／父親のように慕われている上
野監督。下／ベストコンビの大倉
さん（写真右）と西村さん。

第２２回全日本大学女子野球選手権大会ではベスト８に。また、今後期待できる
１チームに贈られる富山ベースボールクラブ賞も受賞した。

皇學館大学女子軟式野球部
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　市長トーク in キャンパス◆伊勢学舎　
宇宇宇宇宇
治治治治
橋橋橋橋
渡渡渡渡
りりりり
納納納納
めめめめ
式式式式
にににに
皇皇皇皇
大大大大
生生生生
がががが
参参参参

治
橋
渡
り
納
め
式
に
皇
大
生
が
参
加加加加加

伊
勢
市
民
ら
約
八
千
八
百
人
と
と
も
に

    供供
お
伊
勢
さ
ん
の
ま
ち

お
伊
勢
さ
ん
の
ま
ち
僑僑と
し
と
し
てて活

性
化

活
性
化
をを

平
成
生
ま
れ
の
宇
治
橋
の
渡
り
納
め
に
大
勢
の
人
々
が

か
け
つ
け
、参
拝
者
の
行
列
は
約　

分
以
上
も
続
い
た
。

２０

「いい体験ができた」と口をそ
ろえる関口さん（左）と山田さん。

ここ
の
チ
ー
ム
で
日

の
チ
ー
ム
で
日
本本
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に
一
に

ここ
の
チ
ー
ム
で
日

の
チ
ー
ム
で
日
本本
一
に
一
に
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